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●ヒョコ（ひょこ）使用するおはじきの数：2 個

　今回のトリックに誰が勝っても、使用したプレイヤーは次の
トリックのリードプレイヤーになります。

●緒小桶の曲（おごけのきょく）使用するおはじきの数：2 個

　今回のトリックに誰が勝っても、使用したプレイヤーの左隣の
プレイヤーが次のトリックのリードプレイヤーになります。

●呑馬術（どんばじゅつ）使用するおはじきの数：2 個

　使用したプレイヤーの出したカードの数字に 2 を足します。

これによりフォローしている同じ数字カードが複数枚存在する

場合（能力の使用でありえます）は、先に出したプレイヤーの

勝ちとなります。有効でない（フォローしている）切り札

カードを出して使用した場合、数字は 2 になります。
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スペシャルサンクス　テストプレイに協力してくださった皆様

そしてこれを読んでくださっている皆様

※小さなお子様（特に３歳未満）には絶対に与えないで

ください。このゲームには小さな部品が含まれています。

お子様が誤飲しないようご注意ください。

※このゲームの内容やイラストその他の無断転載を禁じます。

●浮かれの蝶（うかれのちょう）使用するおはじきの数：2 個

　使用したプレイヤーは、フォローしていても、出した切り札
カードが有効となります（自分がリードプレイヤーの時には
使用できません）。

●金輪の曲（かなわのきょく）使用するおはじきの数：2 個

　使用したプレイヤーは、リードプレイヤーが出したスートの
カードを持っていたとしても、好きなスートのカードを出す
ことができます（リードプレイヤーとは違うスートのカードを
出した場合、切り札カードならもちろん有効になります。
切り札カード以外のカードを出した場合は、当然そのトリック
では負けることになります）。

●お椀と玉（おわんとたま）使用するおはじきの数：2 個

　使用したプレイヤーは、リードプレイヤーが出したカードと
違うスートのカードを出しても、フォローしたことにできます

（リードプレイヤーが出したスートのカードを持っていながら、
お椀と玉を発動して違うスートのカードを出すことも可能です。
また、切り札カードを出して発動させた場合は、フォローした
ことになるので、その切り札カードは有効にはなりません）。 21 22
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<9. 能力の詳細について >
●刃渡り（はわたり）使用するおはじきの数：1 個

　使用したプレイヤーは、1 トリックの中で有効な切り札カード

が複数枚出された場合や、フォローしている同じ数字のカードが

複数枚出された場合（能力の使用でありえます）に、後から

出していてもそのトリックに勝つことができます。

●紙卵（かみたまご）使用するおはじきの数：1 個

　使用したプレイヤーは、能力の使用のみを宣言し、カードは

出しません。そのプレイヤーの手番は一旦飛ばされ、他の

プレイヤーが全員カードを出してから、最後にカードを出し

ます（カードに記載はありませんが、自分がリードプレイヤー

のときには使用できません）。

●水芸（みずげい）使用するおはじきの数：1 個

　この効果は全てのプレイヤーに適用されます。使用した

トリックでは、切り札カードは有効となることはありません。

●火吹きの術（ひふきのじゅつ）使用するおはじきの数：2 個

　使用したプレイヤーは、同じスートの数字カード 2 枚をまとめ

て出し、その数字を合計することができます。これにより

フォローしている同じ数字のカードが複数枚存在する場合

（能力の使用でありえます）は、先に出したプレイヤーの勝ちと

なります。トリックの勝者が決まったあと、数字が小さい方の

カードは手札に戻します。切り札カードをこの能力を使用した

ときに出すことはできません。

●万倍傘（まんばいがさ）使用するおはじきの数：2 個

　使用したプレイヤーの出したカードが 4 か 5 の場合、その

カードの数字を 2 倍にします。これによりフォローしている

同じ数字のカードが複数枚存在する場合（能力の使用でありえ

ます）は、先に出したプレイヤーの勝ちとなります。

<13. 初心者用ルール >
トリックテイキングというジャンルのゲームが初めてで、

ここまでのルールを聞いても複雑で難しそうだという場合には、

最初は能力カードを抜いて遊んでみてください。能力カードを

使用しない以外は、ルールに変更はありません。

●五色の砂（ごしきのすな）使用するおはじきの数：4 個

　使用したプレイヤーはカードを出さずにこのトリックに勝ち

ます。この能力を使用したプレイヤーは手札が 1 枚余りますが、

そのままディールは終了します（そのカードは得点計算では

無視されます）。リードプレイヤーがこの能力を使用した場合、

リードプレイヤーの左隣のプレイヤーは好きなスートのカードを

出すことができます（残りのプレイヤーはもちろんフォローする

必要があります）。

<11. 初めて遊ぶときにお勧めの能力一覧 >
・紙卵

・浮かれの蝶

・金輪の曲

・ヒョコ

・呑馬術

・五色の砂

<12. 補足 >
・7 番の得点表カードは 4 人プレイ用、8 番の得点表カードは

3 人プレイ用です。対応した人数のときのみ使用するように

してください。

・能力の「水芸」と「浮かれの蝶」が同じトリックで発動する

場合、発動した順番には関係なく「浮かれの蝶」の効果が優先

されます。

<10. 初めて遊ぶときにお勧めの得点表一覧 >
・4 人プレイ：1 ～ 4 番と 7 番

・3 人プレイ：1 ～ 3 番と 8 番


